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30)  久保道也，桑山直也，岡本宗司，柴田 孝，梅村公子，堀 聡，堀江幸男，古井英介，黒田 敏．静脈洞血栓化に
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38)  髙 正圭，柏崎大奈，秋岡直樹，桑山直也，黒田 敏．TOYama STrOke REgistry (TOY STORE)に基づいた脳卒中再
発の頻度と因子に関する検討．第 43 回日本脳卒中学会学術集会（Stroke 2018）；2018 Mar 15-18；福岡． 
39)  城 泰輔，秋岡直樹，山本修輔，髙 正圭，柏崎大奈，桑山直也，黒田 敏．子癇発作後に PRES，脳出血を発症し，
遅発性に RCVS を合併した 1 例．第 43 回日本脳卒中学会学術集会（Stroke 2018）；2018 Mar 15-18；福岡． 
40)  高岩亜輝子，桑山直也，秋岡直樹，柏崎大奈，黒田 敏．無症候性頚動脈狭窄症における軽度認知機能障害の検出
〈結晶性知能と流動性知能のデイスクレパンシー分析〉．第 43 回日本脳卒中学会学術集会（Stroke 2018）；2018 Mar 
15-18；福岡． 
41)  久保道也，桑山直也，岡本宗司，柴田 孝，梅村公子，堀 聡，堀江幸男，古井英介，黒田 敏．静脈洞血栓症に
続発した硬膜動静脈瘻の流出路評価における造影 MRI の有用性．第 43 回日本脳卒中学会学術集会（Stroke 2018）；
2018 Mar 15-18；福岡． 
42)  堀恵美子，堀 聡，岡本宗司，柴田 孝，梅村公子，古井英介，久保道也，堀江幸男，黒田 敏．解離痛のみで発
症した椎骨動脈解離の検討．第 43 回日本脳卒中学会学術集会（Stroke 2018）；2018 Mar 15-18；福岡． 
43)  小山新弥，福田 修，黒田 敏．頭痛がなく両側 ACA 領域の脳梗塞および両側 PCA 領域の出血性梗塞を合併した
RCVS の 1 例．第 43 回日本脳卒中学会学術集会（Stroke 2018）；2018 Mar 15-18；福岡． 
44)  林 智秀，山本誠士，松島貴子，倉茂洋一，笹原竹清，黒田 敏．もやもや病に対する間接血行再建術後の血管新
生における PDGF の役割について．第 43 回日本脳卒中学会学術集会（Stroke 2018）；2018 Mar 15-18；福岡． 
45)  柏﨑大奈，内野晴登，秋岡直樹，桑山直也，黒田 敏．プラーク内の低酸素は血管内皮前駆細胞由来の血管新生を
増成し不安定化を促進する．第 41 回日本脳神経 CI 学会総会；2018 Mar 2-3；新潟． 
46)  堀 聡，堀恵美子，梅村公子，柴田 孝，岡本宗司，久保道也，堀江幸男，黒田 敏．微小脳出血の存在は頚動脈
プラークの不安定性と関連している．第 41 回日本脳神経 CI 学会総会；2018 Mar 2-3；新潟． 
47)  堀 聡，柏﨑大奈，山本修輔，秋岡直樹，桑山直也，Czabanka M，Vajkoczy P，黒田 敏．日本人と欧州人のもやも
や病患者における側副血行路の発達と発症形態の関連性．第 41 回日本脳神経 CI 学会総会；2018 Mar 2-3；新潟． 
48)  城 泰輔，秋岡直樹，柏﨑大奈，桑山直也，黒田 敏．sinus balloon protection 併用 TAE が有用であった TypeⅠ
transverse-sigmoid sinus dural AVF の 1 例．第 49 回日本脳神経血管内治療学会中部地方会；2018 Apr 7；名古屋． 
49)  久保道也，桑山直也，岡本宗司，古井英介，髙 正圭，白石啓太朗，城 泰輔，堀江幸男，黒田 敏．塞栓術中に
P1 の血栓性閉塞をきたした脳底動脈先端部動脈瘤の 1 例．第 49 回日本脳神経血管内治療学会中部地方会；2018 Apr 
7；名古屋． 
50)  黒田 敏．「ランチョンセミナー」バイパス手術の器械，テクニック，周術期管理．第 27 回脳神経外科手術と機器
学会；2018 Apr 13-14；奈良． 
51)  秋岡直樹，桑山直也，柏﨑大奈，黒田 敏．「シンポジウム」硬膜動静脈瘻に対する Onyx による塞栓術：適切な症
例選択と塞栓術の tips．第 27 回脳神経外科手術と機器学会；2018 Apr 13-14；奈良． 
52)  富田隆浩，秋岡直樹，柏﨑大奈，内野晴登，山本修輔，加茂徹大，髙 正圭，赤井卓也，黒田 敏．再開頭時の前
頭洞閉鎖における工夫－ジグザク側頭筋弁の有用性．第 27 回脳神経外科手術と機器学会；2018 Apr 13-14；奈良． 
53)  柏﨑大奈，内野晴登，秋岡直樹，山本修輔，桑山直也，黒田 敏．もやもや病に対する STA-MCA bypass+EDMAPS
の留意点．第 27 回脳神経外科手術と機器学会；2018 Apr 13-14；奈良． 
54)  津村貢太朗，永尾征弥，秋岡直樹，桑山直也．内頚動脈前壁動脈瘤に対する脳血管内治療の経験．第 27 回脳神経外
科手術と機器学会；2018 Apr 13-14；奈良． 
55)  堀恵美子，梅村公子，堀 聡，岡本宗司，柴田孝，久保道也，髙 正圭，堀江幸男，黒田 敏．CFD 解析を用いた
未破裂中大脳動脈瘤の壁厚の予測．第 27 回脳神経外科手術と機器学会；2018 Apr 13-14；奈良． 
56)  城 泰輔，山本修輔，髙 正圭，赤井卓也，桑山直也，黒田 敏．髄膜脳瘤，脊髄脂肪髄膜瘤を合併した新生児例
の経験．第 94 回日本脳神経外科学会中部支部学術集会；2018 Apr 21；福井． 
57)  赤井卓也，城 泰輔，浜田さおり，富田隆浩，黒田 敏．2 歳児のシャント機能不全に対する ETV－幼児でのシャ
ントから ETV への変更は可？－．第 30 回中部神経内視鏡研究会；2018 Apr 21；福井． 
58)  柴田 孝，武者利光，小杉幸夫，小林洋平，田中美枝子，松崎晴康，黒田 敏．血管性認知障害における脳波の非
対称性と言語機能との関係性．第 9 回日本ニューロリハビリテーション学会学術集会；2018 May 12；盛岡． 
59)  赤井卓也．頭蓋骨縫合早期癒合症診断・治療の現状と課題．第 38 回日本脳神経外科コングレス総会；2018 May 17-20；
大阪． 
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60)  黒田 敏．「教育講演」もやもや病の病態・診断・治療の現況と展望．第 46 回日本小児神経外科学会；2018 Jun 8-9；
東京． 
61)  赤井卓也，山本修輔，富田隆浩，黒田 敏，白神俊祐，岡本一也，飯塚秀明．不成功例からみた小児第 3 脳室底開
窓術手術結果の特徴と方針－成人例との比較－．第 46 回日本小児神経外科学会；2018 Jun 8-9；東京． 
62)  髙 正圭，赤井卓也，富田隆浩，黒田 敏．小児キアリ奇形における硬膜外層切除術の有用性．第 46 回日本小児神
経外科学会；2018 Jun 8-9；東京． 
63)  浜田さおり，富田隆浩，赤井卓也，黒田 敏．経過中に MRI 所見が変化したロゼット形成性グリア神経細胞腫瘍の
1 例．第 46 回日本小児神経外科学会；2018 Jun 8-9；東京． 
64)  秋岡直樹，山本修輔，柏﨑大奈，赤井卓也，桑山直也，黒田 敏．頭蓋内・眼窩内多発動静脈瘻の 1 小児例．第 46
回日本小児神経外科学会；2018 Jun 8-9；東京． 
65)  黒田 敏．「シンポジウム」脳循環代謝の理解が脳血行再建術の未来を拓く．第 5 回日本心血管脳卒中学会学術集会；
2018 Jun 15-16；東京． 
66)  秋岡直樹，高岩亜輝子，桑山直也，柏﨑大奈，黒田 敏．「シンポジウム」無症候性頚部頚動脈狭窄症に対するステ
ント術の認知機能に与える影響．第 27 回日本脳ドック学会総会；2018 Jun 29-30；盛岡． 
67)  柴田 孝．「生活」から「就労」へと長期かつシームレスに認知グループ訓練を行なった壮年期の高次脳機能障害．
第 55 回日本リハビリテーション医学会学術集会；2018 Jun 28-Jul 1；福岡． 
68)  秋岡直樹，野口 京，柏﨑大奈，桑山直也，黒田 敏．Pipeline stent 留置後脳動脈瘤血栓化評価における非造影 ASL 
4D-MRA の有用性．第 24 回日本血管内治療学会総会；2018 Jul 5-6；神戸． 
69)  黒田 敏．「教育講演」もやもや病の病態・診断・治療の現況と展望．第 21 回日本臨床脳神経外科学会；2018 Jul 14-15；
金沢． 
70)  山本修輔，秋岡直樹，丸山邦隆，柏﨑大奈，桑山直也，黒田 敏．急速に静脈洞血栓化が進行した横-S 状静脈洞部
硬膜動静脈瘻の 1 例．第 50 回日本脳神経血管内治療学会中部地方会；2018 Aug 4；富山． 
71)  城 泰輔，久保道也，古井英介，岡本宗司，髙 正圭，白石啓太朗，堀江幸男，桑山直也，黒田 敏．頭痛のみで
発症した海綿静脈洞部硬膜動静脈瘻の一例－血行動態の特徴を中心に－．第 50 回日本脳神経血管内治療学会中部地
方会；2018 Aug 4；富山． 
72)  秋岡直樹．「イブニングセミナー」急性期脳梗塞に対する血栓回収療法：エビデンスに基づく診療体制の構築．第
37 回 The Mt. Fuji Workshop on CVD；2018 Aug 25；名古屋． 
73)  柏﨑大奈，浜田さおり，山本修輔，白石啓太朗，齋藤久泰，秋岡直樹，桑山直也，黒田 敏．「シンポジウム」不安
定プラークを有する内頚動脈狭窄症は慢性的な全身炎症と関連する．第 37 回 The Mt. Fuji Workshop on CVD；2018 
Aug 25；名古屋． 
74)  堀 聡，堀恵美子，柴田 孝，岡本宗司，久保道也，堀江幸男，黒田 敏．微小脳出血の存在は頚動脈プラークの
不安定性と関連している．第 37 回 The Mt. Fuji Workshop on CVD；2018 Aug 25；名古屋． 
75)  齋藤久泰，白石啓太朗，山本修輔，髙 正圭，柏﨑大奈，秋岡直樹，桑山直也，黒田 敏，寶金清博．後大脳動脈
領域を含んだ高度脳虚血を有するもやもや病に対する一期的脳血行再建術．第 95 回日本脳神経外科中部支部学術集
会；2018 Sep 8；名古屋． 
76)  浜田さおり，富田隆浩，種市尋宙，赤井卓也，黒田 敏．乳歯折損に起因した脳膿瘍乳児の 1 例．第 95 回日本脳神
経外科中部支部学術集会；2018 Sep 8；名古屋． 
77)  岡田恭典，山本修輔，柏﨑大奈，秋岡直樹，桑山直也，黒田 敏．急速に出現，進行した前大脳動脈＋中大脳動脈
狭窄に対する集学的血行再建術．第 95 回日本脳神経外科中部支部学術集会；2018 Sep 8；名古屋． 
78)  秋岡直樹，桑山直也，柏﨑大奈，黒田 敏．Isolated sinus を呈する横-S 状静脈洞硬膜動静脈瘻に対する Onyx を用い
た TAE - tips and pitfall．脳血管内治療ブラッシュアップセミナー；2018 Sep 13-15；神戸． 
79)  赤井卓也，髙 正圭，富田隆浩，黒田 敏．「シンポジウム」小児神経外科手術と周術期管理のピットフォールと対
策．一般社団法人日本脳神経外科学会第 77 回学術総会；2018 Oct 10-12；仙台． 
80)  秋岡直樹，野口 京，桑山直也，柏﨑大奈，黒田 敏．硬膜動静脈瘻の流出静脈還流評価における非造影 ASL 4D MRA
の有用性．一般社団法人日本脳神経外科学会第 77 回学術総会；2018 Oct 10-12；仙台． 
81)  柏﨑大奈，山本修輔，齋藤久泰，秋岡直樹，桑山直也，黒田 敏．内頚動脈狭窄症不安定プラークにおけるマクロ
ファージを中心とした臨床像．一般社団法人日本脳神経外科学会第 77 回学術総会；2018 Oct 10-12；仙台． 
82)  富田隆浩，赤井卓也，柏崎大奈，秋岡直樹，桑山直也，黒田 敏．既存の治療法では効果が望めない悪性脳腫瘍に
対する新規オンコサーミアの第一相臨床試験．一般社団法人日本脳神経外科学会第 77 回学術総会；2018 Oct 10-12；
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仙台． 
83)  柴田 孝，武者利光，小杉幸夫，田中美枝子，小林洋平，渡邊ゆり，八木 透，黒田 敏．Deep Neuronal Activity 
Topography を用いた血管性認知障害の脳波評価．一般社団法人日本脳神経外科学会第 77 回学術総会；2018 Oct 
10-12；仙台． 
84)  齋藤久泰，白石啓太朗，山本修輔，髙 正圭，柏﨑大奈，秋岡直樹，桑山直也，黒田 敏，寳金清博．後大脳動脈
領域を含んだ高度脳虚血を有するもやもや病に対する一期的脳血行再建術．一般社団法人日本脳神経外科学会第 77
回学術総会；2018 Oct 10-12；仙台． 
85)  山本修輔，柏﨑大奈，齋藤久泰，秋岡直樹，桑山直也，黒田 敏．もやもや病における後大脳動脈病変－3D-CISS
による外径計測．一般社団法人日本脳神経外科学会第 77 回学術総会；2018 Oct 10-12；仙台． 
86)  堀 聡，堀恵美子，梅村公子，髙 正圭，柴田 孝，岡本宗司，久保道也，堀江幸男，黒田 敏．喫煙および脳微
小血管障害は脳動脈瘤壁の性状に影響する．一般社団法人日本脳神経外科学会第 77 回学術総会；2018 Oct 10-12；
仙台． 
87)  髙 正圭，林 智秀，赤井卓也，富田隆浩，黒田 敏．T-LAK cell-originated protein kinase（TOPK）阻害剤の glioma
皮下腫瘍モデル．一般社団法人日本脳神経外科学会第 77 回学術総会；2018 Oct 10-12；仙台． 
88)  城 泰輔，赤井卓也，丸山邦隆，山本修輔，髙 正圭，桑山直也，黒田 敏．複数の神経管閉鎖不全を合併した新
生児の 2 症例．一般社団法人日本脳神経外科学会第 77 回学術総会；2018 Oct 10-12；仙台． 
89)  久保道也，桑山直也，岡本宗司，髙 正圭，白石啓太朗，城 泰輔，堀江幸男，古井英介，黒田 敏．静脈洞血栓
症に続発した硬膜動静脈瘻の特徴－動静脈シャント形成と進展パターン．一般社団法人日本脳神経外科学会第 77 回
学術総会；2018 Oct 10-12；仙台． 
90)  小山新弥，福田 修，黒田 敏．PRES と鑑別を要した脳アミロイドアンギオパチー関連炎症．一般社団法人日本脳
神経外科学会第 77 回学術総会；2018 Oct 10-12；仙台． 
91)  髙 正圭，早川由美子，赤井卓也，黒田 敏．マウス中大脳動脈閉塞モデルにおける multilineage-defferentiating stress 
enduring（Muse）細胞の動態解析．第 61 回日本脳循環代謝学会学術集会；2018 Oct 19-20；盛岡． 
92)  川堀真人，七戸秀夫，山崎和義，黒田 敏，寳金清博．脳梗塞急性期に対する自家骨髄間質細胞（BMSC）移植治
療：医師主導治験 RINBOW 研究．第 61 回日本脳循環代謝学会学術集会；2018 Oct 19-20；盛岡． 
93)  桑山 直也．「ランチョンセミナー」dAVF の基礎と治験概要，および ONYX 症例選択時の諸注意．第 34 回 NPO 法
人日本脳神経血管内治療学会学術総会；2018 Nov 22-24；仙台． 
94)  秋岡直樹，桑山直也，柏﨑大奈，黒田 敏．「シンポジウム」頭蓋内硬膜動静脈瘻 Onyx 塞栓術における効果的な手
技と注意点．第 34 回 NPO 法人日本脳神経血管内治療学会学術総会；2018 Nov 22-24；仙台． 
95)  秋岡直樹，野口 京，桑山直也，柏﨑大奈，黒田 敏．硬膜動静脈瘻の流出静脈還流評価における非造影 ASL 4D MRA
の有用性．第 34 回 NPO 法人日本脳神経血管内治療学会学術総会；2018 Nov 22-24；仙台． 
96)  丸山邦隆，秋岡直樹，柏﨑大奈，桑山直也，黒田 敏．ステント併用脳動脈瘤治療における抗血小板療法と術後虚
血巣発生の関係．第 34 回 NPO 法人日本脳神経血管内治療学会学術総会；2018 Nov 22-24；仙台． 
97)  久保道也，桑山直也，岡本宗司，髙 正圭，白石啓太朗，城 泰輔，堀江幸男，古井英介，黒田 敏．「シンポジウ
ム」硬膜動静脈瘻症例における静脈洞に並行する血管収束－硬膜静脈開口部，生理的動静脈吻合，リンパ管の視点
で見た parallel sinus－．第 34 回 NPO 法人日本脳神経血管内治療学会学術総会；2018 Nov 22-24；仙台． 
98)  久保道也，桑山直也，岡本宗司，髙 正圭，白石啓太朗，城 泰輔，堀江幸男，古井英介，黒田 敏．静脈洞血栓
症に続発した硬膜動静脈瘻の進行過程－動静脈シャントの病態形成とその特徴－．第 34 回 NPO 法人日本脳神経血
管内治療学会学術総会；2018 Nov 22-24；仙台． 
99)  岡本宗司，久保道也，城 泰輔，白石啓太朗，髙 正圭，堀江幸男，古井英介，桑山直也，黒田 敏．鎖骨下動脈
塞栓症・閉塞症に対するステント留置術－CT0 に対する CART テクニックの有用性－．第 34 回 NPO 法人日本脳神
経血管内治療学会学術総会；2018 Nov 22-24；仙台． 
 
◆ その他 
1)  Kuwayama N. Endovascular treatment of dural AV fistulas. The WFNS Foundation Rabat Live Surgery Seminar; 2018 Mar 25; 
Rabat, Morocco. 
2)  桑山直也．「特別講演」硬膜動静脈瘻の最新治療．第 83 回東海総合画像医学研究会；2018 Jan 6；名古屋． 
3)  赤井卓也．小児開頭術・周術期管理における pearl & tips．第 6 回 TOM ぶり街道カンファレンス；2018 Jan 20；蒲郡． 
4)  富田隆浩．再発悪性脳腫瘍に対するオンコサーミアの進捗状況．第 6 回 TOM ぶり街道カンファレンス；2018 Jan 20；
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蒲郡． 
5)  秋岡直樹．パイプライン治療後の ASL 4D-MRA の有用性．第 6 回 TOM ぶり街道カンファレンス；2018 Jan 20；蒲
郡． 
6)  内野晴登．もやもや病における microRNA 解析．第 6 回 TOM ぶり街道カンファレンス；2018 Jan 20；蒲郡． 
7)  髙 正圭．新規酵素阻害薬 OTS964 のグリオーマ皮下腫瘍モデルへの効果．第 6 回 TOM ぶり街道カンファレンス；
2018 Jan 20；蒲郡． 
8)  山本修輔．もやもや病における A→P シフト．第 6 回 TOM ぶり街道カンファレンス；2018 Jan 20；蒲郡． 
9)  加茂徹大．大量 MTX 療法が奏功した頚髄悪性リンパ腫の一例．第 6 回 TOM ぶり街道カンファレンス；2018 Jan 20；
蒲郡． 
10)  桑山直也．脳神経外科医による最新医療の update．第 22 回認定機構主催セミナー；2018 Jan 20；金沢． 
11)  秋岡直樹．富山大学附属病院の現状と今後の取り組み．Solitaire de Night；2018 Feb 2；富山． 
12)  赤井卓也，浜田さおり，山本修輔，富田隆浩，黒田 敏．小児頭部固定の問題－DORO® Multi-purpose 頭部固定具
による前額部褥瘡を生じた 1 例．第 1 回脳神経外科 M&M カンファランス；2018 Feb 3；富山． 
13)  秋岡直樹，柏﨑大奈，桑山直也，黒田 敏．合併症を減らすための脳血管撮影・脳血管内治療の基本的手技とセッ
トアップ．第 1 回脳神経外科 M&M カンファランス；2018 Feb 3；富山． 
14)  黒田 敏．脳血行再建術の現状と課題．釧路地区脳神経外科研究会；2018 Feb 16；釧路． 
15)  黒田 敏．もやもや病を診る，治す，考える．第 26 回河田町脳神経外科懇話会；2018 Mar 10；東京． 
16)  髙 正圭，赤井卓也，富田隆浩，永井正一，黒田 敏．中枢神経原発悪性リンパ腫における T-LAK cell originated protein 
kinase (TOPK)の臨床的意義．第 3 回劔ニューロオンコロジーセミナー；2018 Apr 6；富山． 
17)  浜田さおり，富田隆浩，赤井卓也，黒田 敏．経過中に MRI 所見が変化したロゼット形成性グリア神経細胞腫瘍の
1 例．第 3 回劔ニューロオンコロジーセミナー；2018 Apr 6；富山． 
18)  秋岡直樹．急性期血栓回収療法：再開通時間の短縮を目指した当院の取り組みと実際．第 34 回富山県脳卒中研究会；
2018 Jun 1；富山． 
19)  浜田さおり．Cowden 症候群に合併した転移性脳腫瘍の一例．第 55 回北陸脳腫瘍懇話会；2018 Jun 2；石川． 
20)  秋岡直樹．くも膜下出血で発症した上位頚髄 AVF の 1 例．第 1 回 FIT-NET；2018 Jun 15；富山． 
21)  黒田 敏．脳卒中センター事始め．富山大学附属病院包括的脳卒中センター市民公開講座；2018 Jun 17；富山． 
22)  黒田 敏．脳卒中を手術で治す！．富山大学附属病院包括的脳卒中センター市民公開講座；2018 Jun 17；富山． 
23)  黒田 敏．脳卒中の診療体制，外科手術，再生医療．第 19 回横浜脳卒中・リハ連携研究会（Y-CIRCLE）；2018 Jul 4；
横浜． 
24)  黒田 敏．脳卒中手術の実践と教育．第 5 回秋田脳神経外科手術ビデオシンポジウム；2018 Jul 7；秋田． 
25)  赤井卓也，黒田 敏，小澤哲夫，山本昌信．次世代シーケンサーを用いた頭蓋骨縫合早期癒合症の診断．第 14 回
Craniosynostosis 研究会；2018 Jul 14；安曇野． 
26)  岡田恭典．その時，腫瘍が動いた〜大脳間裂の一ノ谷〜巨大嗅窩髄膜腫・摘出の時．第 20 回脳教カンファレンス；
2018 Jul 21；東京． 
27)  山本修輔，秋岡直樹，丸山邦隆，柏﨑大奈，桑山直也，黒田 敏．急速に静脈洞血栓化が進行した横-S 状静脈洞部
硬膜動静脈瘻の 1 例．第 8 回富山ホタルイカ・カンファレンス；2018 Aug 18；富山． 
28)  黒田 敏．世界，日本，富山の脳卒中診療．ストップ！NO 卒中プロジェクトエリア会議 in 徳島；2018 Sep 14；徳
島． 
29)  黒田 敏．世界，日本，富山の脳卒中診療．ストップ！NO 卒中プロジェクト全国一斉エリア会議 in 広島；2018 Sep 
20；広島． 
30)  秋岡直樹．脳梗塞治療の最前線－富山県の脳梗塞診療の現状と課題．第 11 回南砺市医療連携の会；2018 Oct 24；南
砺． 
31)  浜田さおり，富田隆浩，赤井卓也，黒田 敏．脳転移を繰り返す cowden 症候群の一例．第 4 回劔ニューロオンコロ
ジーセミナー；2018 Nov 2；富山． 
32)  黒田 敏．未知との遭遇〜Toyama Experience．第 14 回札幌神経疾患研究会；2018 Nov 10；札幌． 
33)  秋岡直樹．頭蓋内・頚動脈狭窄．第 34 回 NPO 法人日本脳神経血管内治療学会学術総会 Continuing Education Program 
(CEP)；2018 Nov 22-24；仙台． 
34)  柏﨑大奈．内頚動脈狭窄症の不安定プラークと炎症について．Plaque Club；2018 Nov 24；東京． 
35)  黒田 敏．脳虚血との戦闘 30 年．九州脳画像研究会 KYUBIC；2018 Nov 30；福岡． 
− 134 − − 135 −
36)  秋岡直樹．TS DAVF の 1 例．第 3 回 Dural Shunt & Anatomy 道場 West；2018 Dec 1；名古屋． 
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